
水道負担

土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

安城市　高棚町地内

市道　高棚大道線ほか



PEPφ50材料 数量調書
土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

単

水道配水用ポリエチレン管

ＥＦ受口付直管 φ50×5.0ｍ 本 2 N= 8.60 ÷ 5.0 = 1.720

単

ＥＦソケット φ50×φ50 個 2

単

ＥＦチーズ φ50×φ50 個 2 L= 2 × 0.060 = 0.120

単

PE挿口付ソフトシール仕切弁 φ50：H=800 個 2 L= 2 × 0.653 = 1.306

レジコン用丸型弁室蓋(仕切弁) φ250・H=150 組 2 　

レジコン製中型弁室 φ250・H=710 組 2 　

単

メカ継手SKXｼﾞｮｲﾝﾄ:PEPｲﾝｺｱ ＰEPφ50*ＶPφ50 組 2

防蝕ポリスリーブ φ50 箇所 2

単

セフティーライン 織込２倍・W=75 ｍ 10 計=　10

Ｎ＝①2

N=①2

L=①2.4+7.6＝10.0

PC、PP、PV、PPｷｬｯﾌﾟ、各片落

名　　称 数　量 計算式等

①L=1.1+0.6+5.0+0.5+1.4=8.6

名　　称 規　　格 単位

水道負担分

Ｎ＝①2

Ｎ＝①2



PEPφ50工事 数量調書
土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

管土工　(1) Ｋ-50P-800:撤50-800 ｍ 10.0

管土工　(1)　：As：5cm V= 10.0 × 0.450 = 4.500

残土処理：L= 8.6 km BH0.2･DT4ｔ ｍ
3 5.0 計 ＝

管布設工：単独施工 PEPφ50 ｍ 10.0

管継手工 EF継手　1口　φ50 箇所 2

管継手工 EF継手　２口　φ50 箇所 4

管継手工 PP継手　１口　φ50 箇所 4

杭防護工/縦配管 2型・末口60mm・長さ1.0m 本 4

杭防護工/VPｴﾙﾎﾞ横 3型・末口60mm・長さ0.5m 本 4

ﾚｼﾞｺﾝ製中型弁室据付 φ250・H=710 箇所 2

管土工　(1)　：As：5cm L= 10.0 × 2.00 = 20.00

As舗装切断 t=15cm以下 ｍ 20.0 計 ＝

As=5cm V= 20.0 × 1.70 ÷ 1000 = 0.034

濁水処理 舗装切断 ｍ
3 0.034 計 ＝

管土工　(1)　：As：5cm A= 10.0 × 0.55 = 5.500

管土工時＝仮復旧 As

舗装版直接掘削積込 t=0cm超え10ｃｍ以下:BH0.2 ｍ
2 6.0 計 ＝

管土工　(1)　：As：5cm V= 10.0 × 0.55 × 0.05 = 0.275

管土工時＝仮復旧

As廃材処理:L= 6.6 km As殻、BH0.2、DT4ｔ ｍ
3 0.30 計 ＝

管土工　(1)　：As：5cm A= 10.0 × 0.55 = 5.500

仮復旧:車道舗装:Ｋ型 As=3cm、路盤22ｃｍ、人力 ｍ
2 6.0 計 ＝

車道K型:As:5cm L = 13.500

本復旧時

As舗装切断 t=15cm以下 ｍ 14.0 計 ＝

舗装展開図等より

13.500

5.500

0.275

0.03400

20.00

5.500

Ｎ＝①2*2

エルボ横　2本/個

Ｎ＝①2*2

エルボ縦　2本/個

PEP短管付ｵﾈｼﾞｿｹｯﾄ・ﾕﾆｵﾝｿｹｯﾄ・SKX

Ｎ＝①2

ソケット＋ＥＦチーズ

4.500

10.026

L=①2.4+7.6=10.0

土0.45ｍ3･W0.55ｍ･As:t=5cm･切2ｍ

名　　称 規　　格

水道負担分

計算式等数　量単位



PEPφ50工事 数量調書
土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

名　　称 規　　格

水道負担分

計算式等数　量単位

As=5cm V= 13.5 × 1.70 ÷ 1000 = 0.02295

本復旧時

濁水処理 舗装切断 ｍ
3 0.023 計 ＝

車道K型:As:5cm A= 18.9 － 5.5 = 13.4

仮:車道K型:As:3cm 5.5

本復旧時 As・Co

舗装版直接掘削積込 t=0cm超え10ｃｍ以下:BH0.35 ｍ
2 19.0 計 ＝

車道K型:As:展-仮 V=( 18.9 - 5.5 )× 0.05 = 0.670

車道K型:As:仮 V= 5.5 × 0.03 = 0.165

本復旧

As廃材処理:L= 6.6 km As殻、BH0.35、DT10ｔ ｍ
3 0.8 計 ＝

車道K型:As:展 A= 18.9 = 18.9

本復旧:不陸整正工 補足材なし ｍ
2 19.0 計 ＝

本復旧:車道舗装:As:機械

車道Ｋ型 表5P ｍ
2 19.0 A = 18.890

撤去・運搬・処分

既設樹脂管撤去工:L= 4.5 Km VPφ50 ｍ 10

既設桝撤去等

Co廃材処理:L= 6.6 Km Co殻、人力、DT2ｔ ｍ
3 0.04

区画線設置工：実線白 W15cm・溶融式 ｍ 11

排水弁設置工：H800 DVφ30 基 2

①Ｌ＝7.9+2.7

舗装展開図より 10.6m

L=①2.4+7.6

計= 10m

N=仕0 +消0 +支1 +排0

18.9

0.02295

18.9

舗装展開図等より

0.835

V=基*0.17+1基*0.04=0.04



種 除 歩道 車道Ｋ型 車道Ｌ型 乗入A型 乗入B型 L1 L2 L3 L4 As:3cm As:5cm As:10cm

（ 1 ） ① φ 50 車道Ｋ型 As:5cm 四角形 L: 2.90 ×(W: 2.70 +W: 2.70 )×1/2= 7.830 2.90 + 2.70 = 5.60

（ 3 ） ① φ 50 車道Ｋ型 As:5cm 四角形 L: 1.40 ×(W: 7.90 +W: 7.90 )×1/2= 11.060 1.40 + 2.50 + 4.00 = 7.90

（ 4 ） ① 公道分 車道Ｋ型 As:5cm 四角形 L: 1.40 ×(W: 2.50 +W: 2.50 )×1/2= 3.500 2.50 + 2.50 = 5.00
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（ ）

（ ）
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（ ）

計 φ100

計 φ100

計 φ 75

計 φ 75

計 φ 50

計 φ 50 18.890 13.50

計 公道分

計 公道分 3.500 5.00

計

計 22.390 18.50

舗装本復旧計算表 舗装展開図　計算式 舗装構成別　集計 舗装切断　計算式 切断厚別　集計

番号 舗装復旧図番号 Ｌ or H Ｗ Ｗ or Ｈ



民-800 民-500 公道内 第一止水栓 第一止水栓 丙止水栓 本

切替 接合 本管 本管 分岐 分岐 ｻﾄﾞﾙ分岐 路線 境界L 本管重複 側溝等 その他 土工公 土工区分 Ｋ←→乙 乙←→丙 二次側 一時側 二時側 一時側 復旧

施工範囲 形式 管種 口径 口径 13 20 25 40 50 口径 接続資材 番号 （ｍ） 控除(ｍ) 控除(ｍ) 控除(ｍ) （ｍ） 公道 (ｍ) (ｍ) 管種 接続資材 接続資材 接続資材 有無

0.5
1 0068744 丙止水栓 単独 PEP 50 サドル 20 1 20 分止 ① 4.02 0.28 0.50 3.24 K-50P-800 0.60 0.60 － LB60 分止 LB60 無 1 融着エルボ２

1.5
2

2.5
3

3.5
4

4.5
5

1 1 1

1 1 1

口径別小計

公道分分岐口径 13

公道分分岐口径 100

公道分分岐口径 75

公道分分岐口径 50

公道分分岐口径 40

公道分分岐口径 30

給水管公道分一覧表 土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

下
水

水
道

備　考

負担区分民地内土工区分→

NO 給水番号
メーター

公道分分岐口径 20

公道分分岐口径 25

合計

公道分分岐口径 40

公道分分岐口径 30

給水番号「４３６００」以上及び連合・支分給水は、基本的に第一止水栓までの施工とする。 計

公道分分岐口径 13
分岐１３無し、ﾒｰﾀｰ１３の場合は分岐から丙止水栓手前のロングベンドまでφ２０とし、

丙止水栓手前のロングベンド（凹２０×Ｐφ１３）を用いて接続する。

ＰＰ管φ２０の最小曲げ半径を、６０ｃｍとする。

ＰＰ管φ２５の最小曲げ半径を、７０ｃｍとする。

ＰＰ管φ３０の最小曲げ半径を、９０ｃｍとする。

公道分分岐口径 25

ＰＰ管φ５０の最小曲げ半径を、１２０ｃｍとする。

公道分分岐口径 100

公道分分岐口径 20

ＰＰ管φ４０の最小曲げ半径を、１００ｃｍとする。

公道分分岐口径 75

公道分分岐口径 50



丙 止 水 栓 ま で ！ 　 サ ド ル 分 水 ２ ０ → 第 一 止 水 一 時 側 ２ ０ → 第 一 止 水 ２ ０ → 第 一 止 水 二 次 側 ２ ０ → 丙 止 水 栓 一 時 側 ２ ０ → 丙 止 水 栓 １ ３ の 際 １ 個 必 要サ ド ル 分 水 ２ ０ ～ メ ー タ ー 口 径 ２ ０ の 際 、 サ ド ル 分 水 、 第 一 止 水 一 時 側 、 第 一 止 水 二 次 側 、 丙 止 水 栓 一 時 側 に 使 用 し た 数 量 が 入 る 。サ ド ル 分 水 ２ ０ ～ メ ー タ ー 口 径 ２ ０ の 際 、 サ ド ル 分 水 、 第 一 止 水 一 時 側 、 第 一 止 水 二 次 側 、 丙 止 水 栓 一 時 側 に 使 用 し た 数 量 が 入 る 。丙 止 水 栓 ま で ！ 　 サ ド ル 分 水 ２ ５ → 第 一 止 水 一 時 側 ２ ５ → 第 一 止 水 ２ ５ → 第 一 止 水 二 次 側 ２ ５ → 丙 止 水 栓 一 時 側 ２ ５ → 丙 止 水 栓 ２ ０ の 際 １ 個 必 要

乙 支管 VG アイフ セフ

切替 配水 配水 給水 分岐 メー サドル 公道内 第一 第一 丙止 止水 弁桝 ニッ ランジ ティ

No. 給水栓番号 施工 接合 本管 本管 分岐 引込 ター 分岐 接続 止水栓 止水栓 水栓 栓筺 レジ LB60 LB60 LB90 LB60 LB60 LB90 LB60 LB60 LB60 SB60 SB90 ﾚﾊﾞｰ プル メタル ーラ

範囲 形式 管種 口径 方法 口径 口径 接続 二次側 一時側 二時側 一時側 P20 P25 P30 P40 P50 P20 P20 P25 P30 P40 P50 P50 P50 P50 凸20 凸25 凸30 凸40 凸50 Ｃｏ コン P13 P20 P13 P20 P25 P30 P40 P50 P20 P25 P30 P40 P50 P20 P20 P20 P25 P25 P25 P30 P40 P50 P13 P20 P20 P25 P30 P40 P50 P13 P20 P25 P40 P50 入り イン

(mm) (mm) (mm) 資材 管種 資材 資材 資材 20 25 20 25 30 40 50 20 25 30 40 50 20 25 30 40 50 20 25 30 40 50 P20 P25 P30 P40 P50 P13 P20 P25 P30 P40 P50 P30 P40 P50 凸20 凸25 凸30 凸40 凸50 底付 蓋付 凹20 凹20 凹25 凹25 凹25 凹30 凹40 凹50 凹20 凹25 凹30 凹40 凹50 凹13 凹20 凹20 凹20 凹25 凹25 凹30 凹40 凹50 凹20 凹25 凹20 凹25 凹30 凹40 凹50 凹13 凹20 凹25 凹40 凹50 φ50 φ20 φ25 φ30 φ40 φ50

0.5

1 0068744 丙止水栓 単独 PEP 50 サドル 20 20 分止 － LB60 分止 LB60 1 1 1 2 2 1 5.2 4.0
-0.5

-0.5

-0.5

-0.5

-0.5

-0.5

計 1 1 1 2 2 1 5 4

水道用ポリエチレン管

二層管　第１種　軟質

（ＰＰ）

ロングベンド(LB60・LB90) ・ショートベンド(SB60・SB90)

耐震強化型(ｺｱ改良)　　PP×ユニオンナット

塩ビ管ジョイント(VPJ)

伸縮継手＋ＨＩＶＰソケット

HIVP×分止水栓用

副栓付開閉防止型

丙止水栓

メタルキャプ

給水管公道分切替明細書（材料）　水道負担

200

サドル付分水栓（砲金製）－PEP融着、VP・DIPナイロンコート、ＰＰ管保護板付

配水本管ｍｍ　×　分岐口径ｍｍ

土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

10050 75

PP管 ＥＦソケット融着

ＰＰ×ＰＰ

150

公道内接続 公道内接続

PP管ソケット：耐震強化型(ｺｱ改良)

ＰＰ×ＰＰ

砲金製

ＰＥＰ×ＰＰ

変換ソケット 支管弁

砲金製

外ネジ

乙

止水栓

外ネジ ＰＰ×平行メネジ ＰＰ×ユニオンナット

耐震強化型(ｺｱ改良)

ﾒｰﾀｰ用ｿｹｯﾄ(MS)分止水栓用ソケット

耐震強化型(ｺｱ改良)

融着エルボ90°φ２０ Ｎ＝２箇所



-1

レジ

切替 配水 配水 給水 分岐 メー サドル 公道内 第一 第一 丙止 コン

No. 給水栓番号 施工 接合 本管 本管 分岐 引込 ター 分岐 接続 止水栓 止水栓 水栓 小型

範囲 形式 管種 口径 方法 口径 口径 接続 二次側 一時側 二時側 一時側 P20 P25 P30 P40 P50 P20 P25 P30 P40 P50 弁室

(mm) (mm) (mm) 資材 管種 資材 資材 資材 20 25 20 25 30 40 50 20 25 30 40 50 20 25 30 40 50 20 25 30 40 50 P20 P25 P30 P40 P50 13 20 25 30 40 50 P20 P25 P30 P40 P50 20 25 30 40 50 設置 13mm 20mm 25mm φ20 φ25 φ30 φ40 φ50

0.5

1 0068744 丙止水栓 単独 PEP 50 サドル 20 20 分止 － LB60 分止 LB60 1 4 1 1 5.2
-0.5

-0.5

-0.5

-0.5

-0.5

計 1 4 1 1 5.2

乙止水栓

筺・基礎

管布設工

水道用ポリエチレン管

二層管　第１種　軟質設置

前後接合含む

設置含まず

筺・基礎

丙止水栓

筺・基礎

設置含まず

前後の接合を含む

止水栓前後の接続は含めない。

（ｍｍ）

ＴＳ継手２口/箇所

塩ビ管ジョイント（ＶＰＪ）

のＶＰ側接続のＨＩソケット

前後接合含む

支管弁設置給水管公道分切替明細書（労務）　水道負担 土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

サドル付分水栓（砲金製）－PEP融着、VP・DIPナイロンコート、ＰＰ管保護板付

管分水工　　　配水本管ｍｍ　×　分岐口径ｍｍ

50 75 100 150 200

公道内接続

PP管 ＥＦソケット融着

ＥＦ融着２口/箇所

ＰＰ管継手工：１口

砲金継手は、1個当り２口ある

ＥＦ継手（2口） φ２０ Ｎ＝２箇所



給水管公道分切替明細書（土工）　水道負担 土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

舗装 濁水 舗装 廃材
No. 施工 切断 処理 掘削 処理

範囲 公道 民-800 民-500 延長 処理工 As As 歩道 車道 車道 歩道 車道K 車道L 車道A 車道B 車道C （m2/m） As 処理工 As 処理 歩道 車道 車道 歩道 車道K 車道L 車道A 車道B 車道C （m2） As
（ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （m3/m） （m/m） 係数 t=3cm t=5cm t=10cm t=3cm t=5cm t=10cm t=12cm t=16cm t=22cm （m3/m） （m3） （m） （m3） t=3cm t=3cm t=5cm t=3cm t=5cm t=10cm t=12cm t=16cm t=22cm （m3）

0.5

1 0068744 丙止水栓 3.24 0.60 0.60 無 K-50P-800 0.44 2.0 1.70 0.55 0.55 0.028 3.2 0.6 0.6 1.43 6.48 0.0110 1.78 1.78 0.089
-0.5

-0.5

-0.5

-0.5

計 3.2 0.6 0.6 1.43 6.48 0.011 1.78 1.78 0.089

乗A-
50P-800

乗B-
50P-800

A-50P-
800

B-50P-
800

給水栓

番　　号

土工延長
屋　　内

本復旧

有
無

土工区分

公道

残土 舗装仮復旧　（m2/m） 舗装本復旧　（m2/m） 舗装本復旧　（m2/m）管土工（ｍ） 濁水

単位あたり数量

民-500

残土

民-800

数量（単位あたり数量×延長）

廃材処理舗装切断 舗装仮復旧（m2） 舗装掘削管土工

歩-50P-
800

K-50P-
800

L-50P-
800



土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

車道K型:As:5cm L = 5.00

本復旧時

As舗装切断 t=15cm以下 ｍ 5.0 計 ＝

As=5cm V= 5.0 × 1.70 ÷ 1000 = 0.00850

本復旧時

濁水処理 舗装切断 ｍ
3 0.009 計 ＝

車道K型:As:5cm A= 3.5 － 1.8 = 1.7

仮:車道K型:As:3cm 1.8

本復旧時 As・Co

舗装版直接掘削積込 t=0cm超え10ｃｍ以下:BH0.35 ｍ
2 4.0 計 ＝

車道K型:As:展-仮 V=( 3.5 - 1.8 )× 0.05 = 0.085

車道K型:As:仮 V= 1.8 × 0.03 = 0.054

本復旧

As廃材処理:L= 6.6 km As殻、BH0.35、DT10ｔ ｍ
3 0.1 計 ＝

車道K型:As:展 A= 3.5 = 3.5

本復旧:不陸整正工 補足材なし ｍ
2 4.0 計 ＝

本復旧:車道舗装:As:機械

車道Ｋ型 表5P ｍ
2 4.0 A = 3.500舗装展開図等より

3.5

0.139

3.5

0.00850

5.00

舗装展開図等より

名　　称 規　　格 単位 数　量 計算式等

公道分切替工舗装本復旧関係　数量表



農務課負担分

土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

安城市　高棚町地内

市道　高棚大道線ほか



PEPφ50材料 数量調書
土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

単

単

水道配水用ポリエチレン管

ＥＦ受口付直管 φ50×5.0ｍ 本 5 N= 21.80 ÷ 5.0 = 4.360

単

ＥＦソケット φ50×φ50 個 1 　

単

ＥＦチーズ φ50×φ50 個 1 L= 1 × 0.060 = 0.060

単

ＥＦ片受ベンド　45° φ50 個 2 L= 2 × 0.265 = 0.530

単

ＥＦ両受ベンド　90° φ50 個 2 L= 2 × 0.300 = 0.600

単

PE挿口付ソフトシール仕切弁 φ50：H=800 個 1 L= 1 × 0.653 = 0.653

レジコン用丸型弁室蓋(仕切弁) φ250・H=150 組 1 　

レジコン製中型弁室 φ250・H=710 組 1 　

単

メカ継手PVジョイント:SUSﾎﾞﾙﾄ Ｐφ50*Ｖφ50 組 2

単

メカ継手SKXｼﾞｮｲﾝﾄ:PEPｲﾝｺｱ ＰEPφ50*ＶPφ50 組 1

防蝕ポリスリーブ φ50 箇所 3

Ｎ＝②1

Ｎ＝②1

PC、PP、PV、PPｷｬｯﾌﾟ、各片落

Ｎ＝①2

Ｎ＝①2

名　　称 数　量 計算式等

3.5+1.5+②4.4+1.0+2.6＝21.8

名　　称 規　　格 単位

L=①2.5+5.0+0.5+0.4+0.4

農務課負担分

Ｎ＝②1

Ｎ＝①1

Ｎ＝①2



PEPφ50工事 数量調書
土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

管土工　(1) Ｋ-50P-800:撤50-800 ｍ 4.3

管土工　(1)　：As：5cm V= 4.3 × 0.450 = 1.935

残土処理：L= 8.6 km BH0.2･DT4ｔ ｍ
3 1.9 計 ＝

管布設工：単独施工 PEPφ50 ｍ 23.6

管継手工 EF継手　1口　φ50 箇所 12

管継手工 EF継手　２口　φ50 箇所 2

管継手工 PP継手　１口　φ50 箇所 2

管継手工 メカP継手　φ50 口 2

管継手工 グリップ継手　φ50 口 2

ﾚｼﾞｺﾝ製中型弁室据付 φ250・H=710 箇所 1

管土工　(1)　：As：5cm L= 4.3 × 2.00 = 8.60

As舗装切断 t=15cm以下 ｍ 9.0 計 ＝

As=5cm V= 8.6 × 1.70 ÷ 1000 = 0.01462

濁水処理 舗装切断 ｍ
3 0.015 計 ＝

管土工　(1)　：As：5cm A= 4.3 × 0.55 = 2.365

管土工時＝仮復旧 As

舗装版直接掘削積込 t=0cm超え10ｃｍ以下:BH0.2 ｍ
2 2.0 計 ＝

管土工　(1)　：As：5cm V= 4.3 × 0.55 × 0.05 = 0.118

管土工時＝仮復旧

As廃材処理:L= 6.6 km As殻、BH0.2、DT4ｔ ｍ
3 0.10 計 ＝

管土工　(1)　：As：5cm A= 4.3 × 0.55 = 2.365

仮復旧:車道舗装:Ｋ型 As=3cm、路盤22ｃｍ、人力 ｍ
2 2.0 計 ＝

車道K型:As:5cm L = 7.700

本復旧時

As舗装切断 t=15cm以下 ｍ 8.0 計 ＝

舗装展開図等より

7.700

2.365

0.118

0.01462

8.60

2.365

PEP短管付ｵﾈｼﾞｿｹｯﾄ・ﾕﾆｵﾝｿｹｯﾄ・SKX

N=①直3+他6+②直3 =12

ソケット＋ＥＦチーズ

PV(VP側)P50*V50

PC、PP、PV、PPｷｬｯﾌﾟ、PC・PP片落

1.935

23.643

Ｌ＝①2.6+1.7＝4..3

土0.45ｍ3･W0.55ｍ･As:t=5cm･切2ｍ

名　　称 規　　格 計算式等

農務課負担分

数　量単位



PEPφ50工事 数量調書
土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

名　　称 規　　格 計算式等

農務課負担分

数　量単位

As=5cm V= 7.7 × 1.70 ÷ 1000 = 0.01309

本復旧時

濁水処理 舗装切断 ｍ
3 0.013 計 ＝

車道K型:As:5cm A= 7.6 － 2.4 = 5.2

仮:車道K型:As:3cm 2.4

本復旧時 As・Co

舗装版直接掘削積込 t=0cm超え10ｃｍ以下:BH0.35 ｍ
2 8.0 計 ＝

車道K型:As:展-仮 V=( 7.6 - 2.4 )× 0.05 = 0.260

車道K型:As:仮 V= 2.4 × 0.03 = 0.072

本復旧

As廃材処理:L= 6.6 km As殻、BH0.35、DT10ｔ ｍ
3 0.3 計 ＝

車道K型:As:展 A= 7.6 = 7.6

本復旧:不陸整正工 補足材なし ｍ
2 8.0 計 ＝

本復旧:車道舗装:As:機械

車道Ｋ型 表5P ｍ
2 8.0 A = 7.580

撤去・運搬・処分

既設樹脂管撤去工:L= 4.5 Km VPφ50 ｍ 2

運搬・処分

既設樹脂管撤去工:L= 4.5 Km VPφ50 ｍ 9

撤去・運搬・処分

既設樹脂管撤去工:L= 4.5 Km VLPφ50 ｍ 3

運搬・処分

既設樹脂管撤去工:L= 4.5 Km VLPφ50 ｍ 9

既設桝撤去等

Co廃材処理:L= 6.6 Km Co殻、人力、DT2ｔ ｍ
3 0.04

区画線設置工：実線白 W15cm・溶融式 ｍ 4

Ｌ＝①2.6+1.7

舗装展開図より 4.3m

計= 8.8m

Ｌ＝②8.8

Ｌ＝①1.7

計= 1.7m

N=仕0 +消0 +支1 +排0

7.6

0.01309

7.6

舗装展開図等より

0.332

Ｌ＝①2.6

計= 2.6m

L=①8.7

計= 8.7m

V=基*0.17+1基*0.04=0.04



仮設工 数量調書
土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

N=①1

伸縮可とう離脱防止継手

メカ継手SKX：PP-VP PPφ50*ＶPφ50 個 1 計　1 個　

Ｌ＝①114+②8＝122

保温材 φ50用：高発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ ｍ 122 計　122 m　

Ｌ＝①124+②12.7＝136.7

仮設配管　材料費 φ50 ｍ 137 計　136.7 m　

Ｎ＝①1+②2

仮設公道分　材料費 箇所 3 計　3 箇所　

管継手工 PP継手　φ50　1口/箇所 箇所 2 塩ビ管ｼﾞｮｲﾝﾄPP側、ＳＫＸ伸縮可とう継手

仮設配管設置工 PP二層管φ50 ｍ 137

仮設配管撤去工 ｍ 137

仮設公道分設置工 箇所 3

仮設公道分撤去工 箇所 3

Ｎ＝①１

管土工　(2) 既Ｋ-50-800 箇所 1 土0.9ｍ3･A:1ｍ2･As:t=5cm･切4ｍ

Ｌ＝①10+②4.7＝14.7

管土工　(K-仮設） 既Ｋ-仮設設置150*150 ｍ 15 土0.015ｍ3･Ｗ:0.15ｍ･As:t=5cm･切2ｍ

Ｌ＝①10+②4.7＝14.7

管土工　(K-仮撤） 既Ｋ-仮設撤去150*150 ｍ 15 土0.015ｍ3･Ｗ:0.15ｍ･As:t=3cm･切0ｍ

管土工　(2)　既Ｋ-50-800 V=1×0.9＝0.9

管土工　(K-仮設）　既Ｋ-仮設設置150*150 V=14.7×0.015＝0.221

管土工　(K-仮撤）　既Ｋ-仮設撤去150*150 V=14.7×0.015＝0.221

残土処理：L= 8.6 km BH0.2･DT4ｔ ｍ
3 1.0 計 1.34 m3

計算式等名　　称 規　　格 単位 数　量

農務課負担分



仮設工 数量調書
土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

計算式等名　　称 規　　格 単位 数　量

農務課負担分

管土工　(2)　As:t=5cm L=1×4＝4

管土工　(K-仮設）　As:t=5cm L=14.7×2＝29.4

管土工　(K-仮撤）　As:t=3cm L=14.7×0＝0

舗装切断 t=15cm以下 ｍ 33.0 計 33.4 m

V(t5)=33.4*1.70/1000=0.0568

濁水処理 舗装切断 ｍ
3 0.057 計 0.0568

管土工　(2)　As:t=5cm A=1×1＝1

仮設管接続既設管掘削時

舗装版直接掘削積込 t=0cm超え10ｃｍ以下:BH0.2 ｍ
2 1.0 計 1 m2

管土工　(2)　As:t=5cm V=1×1×0.05＝0.05

仮設管接続既設管掘削時

As廃材処理:L= 6.6 km As殻、BH0.2、DT4ｔ ｍ
3 0.1 計 0.05 m3

管土工　(K-仮撤）　As:t=3cm A=14.7×0.15＝2.205

仮設管施工時

舗装版直接掘削積込 t=4cm以下:人力 ｍ
2 2.0 計 2.205 m2

管土工　(K-仮設）　As:t=5cm A=14.7×0.15＝2.205

仮設管施工時

舗装版直接掘削積込 t=4cm超え10ｃｍ以下:人力 ｍ
2 2.0 計 2.205 m2

管土工　(K-仮設）　As:t=5cm V=14.7×0.15×0.05＝0.11

管土工　(K-仮撤）　As:t=3cm V=14.7×0.15×0.03＝0.066

仮設管施工時

As廃材処理:L= 6.6 km As殻、人力、DT2ｔ ｍ
3 0.2 計 0.176 m3

管土工　(2)　As:t=5cm A=1×1=1

管土工　(K-仮設）　As:t=5cm A=14.7×0.15=2.205

管土工　(K-仮撤）　As:t=3cm A=14.7×0.15=2.205

仮復旧:車道舗装:K型 As=3cm、人力 ｍ
2 5.0 計 5.41 m2



種 除 歩道 車道Ｋ型 車道Ｌ型 乗入A型 乗入B型 L1 L2 L3 L4 As:3cm As:5cm As:10cm

（ 2 ） φ 50 車道Ｋ型 As:5cm 四角形 L: 2.60 ×(W: 2.00 +W: 2.00 )×1/2= 5.200 2.60 + 2.00 = 4.60

（ 5 ） φ 50 車道Ｋ型 As:5cm 四角形 L: 1.70 ×(W: 1.40 +W: 1.40 )×1/2= 2.380 1.70 + 1.40 = 3.10

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

( )

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

計 φ100

計 φ100

計 φ 75

計 φ 75

計 φ 50

計 φ 50 7.580 7.70

計 公道分

計 公道分

計

計 7.580 7.70

舗装本復旧計算表 舗装展開図　計算式 舗装構成別　集計 舗装切断　計算式 切断厚別　集計

番号 舗装復旧図番号 Ｌ or H Ｗ Ｗ or Ｈ



水管橋部

管　理　番　号
file  no.

数 量 計 算 書
quantity  calculation  sheet



（材料）

1 R×P　９０°曲管 SGP 50A×340L×3900L　カッティングシート付 1 本

2 Ｐ×R×１０Ｋ特殊管 SGP 50A×340Ｌ×90°×1000L×120H 1 本

3 リングジョイント 50A用　ＳＧメッキ+ナイロンコート品 1 組

4 配管支持金具 50A用　ＳＧメッキ品 3 組

5 水道用急速空気弁 φ25 1 個

－ フランジ接合材 BT,NT,2W,パッキン　4-M16×70 1 組

（工事）

1 配水管布設工 50A×5700L 1 式

2 空気弁設置工 25A 1 箇所

3 支持金具設置工 3 箇所

4 鉄筋探査工 1 式

管理番号
file  no.

NO.1

単重
individua

l
weight

合計重量
total

weight

50A

番
号
no.

員数
q’ty

単位
unit

数　量　統　括　表
   quantity　synoptical　table

名　称
title

材　質
material

形　　　　状
configuration



交通整理員調書 水道負担分 土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

日当たり

全体 単独施工 同調施工 施工量 対象数量 日数

配水管布設替工 ＰＥＰφ５０

（仮復旧まで） 10.0 ｍ 10.0 ｍ 35 ｍ 10.0 ｍ 0.286 日

排水弁

2 箇所 2 箇所 3 箇所 2 箇所 0.667 日

小計（半日丸め） 1.0 日

公道分切替工

1 件 1 件 － 5 件 1 件 0.200 日

小計（半日丸め） 0.5 日

舗装本復旧工 Ａｓ舗装版切断

１５ｃｍ以下 18.5 ｍ 18.5 ｍ － 230 ｍ 18.5 ｍ 0.080 日

Ａｓ舗装版破砕

１５ｃｍ以下 22.4 ｍ2 22.4 ｍ2 － 510 ｍ2 22.4 ｍ2 0.044 日

不陸整正

22.4 ｍ2 22.4 ｍ2 － 1510 ｍ2 22.4 ｍ2 0.015 日

Ａｓ舗装（車道Ｋ型）

22.4 ｍ2 22.4 ｍ2 － 1300 ｍ2 22.4 ｍ2 0.017 日

小計（半日丸め） 0.5 日

区画線工 実線１５ｃｍ

11.0 ｍ 11.0 ｍ － 1000 ｍ 11.0 ｍ 0.011 日

小計（半日丸め） 0.5 日

2.500 日

2.5 日

交代の有無

有 5.0 人

交通整理員　Ａ　対象 → →

交通整理員　B　対象 5.0 人 → 6.0 人 → 6 人

対象日数

工種 種別
数量 交通整理員

合計

対象人数

積算人数

積算人数



交通整理員調書 農務課負担分 土地改良事業関連（高棚町地内）配水管布設替工事

日当たり

全体 単独施工 同調施工 施工量 対象数量 日数

配水管布設替工 ＰＥＰφ５０

（仮復旧まで） 22.7 ｍ 22.7 ｍ 35 ｍ 22.7 ｍ 0.649 日

小計（半日丸め） 1.0 日

仮設配水管工 ＰＰφ５０

136.7 ｍ 136.7 ｍ － 70 ｍ 136.7 ｍ 1.953 日

小計（半日丸め） 2.0 日

舗装本復旧工 Ａｓ舗装版切断

１５ｃｍ以下 7.7 ｍ 7.7 ｍ － 230 ｍ 7.7 ｍ 0.033 日

Ａｓ舗装版破砕

１５ｃｍ以下 7.6 ｍ2 7.6 ｍ2 － 510 ｍ2 7.6 ｍ2 0.015 日

不陸整正

7.6 ｍ2 7.6 ｍ2 － 1510 ｍ2 7.6 ｍ2 0.005 日

Ａｓ舗装（車道Ｋ型）

7.6 ｍ2 7.6 ｍ2 － 1300 ｍ2 7.6 ｍ2 0.006 日

小計（半日丸め） 0.5 日

区画線工 実線１５ｃｍ

4.3 ｍ 4.3 ｍ － 1000 ｍ 4.3 ｍ 0.004 日

小計（半日丸め） 0.5 日

水管橋架設工 SGP 50A

一式 一式 一式 1.0 日

小計（半日丸め） 1.0 日

5.000 日

5.0 日

交代の有無

有 10.0 人

交通整理員　Ａ　対象 → →

交通整理員　B　対象 10.0 人 → 12.0 人 → 12 人

対象人数

積算人数

積算人数

対象日数

工種 種別
数量 交通整理員

合計


